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 派遣期間： 2016 年 8 月 7 日（日）－8月 26 日（金） 

 

 派 遣 先： アメリカ合衆国ハワイ州コナ市（ハワイ島）、ホノルル市（オアフ島） 

 

 派 遣 生： 末吉 晃  （園芸科 2年） 

 又吉 ひめの（普通科 1年） 

 平田 未羽 （普通科 1年） 

 

 引 率 者： 嶺井 政彦（久米島高校教諭） 
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1. 行程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 7日（日） 久米島～那覇～福岡空港～ホノルル～コナ 

コナワエナ高校の出迎えを受け、校長先生別宅にて全員宿泊 

8 月 8日（月） 

～11日（木） 

コナワエナ高校でホストシスター＆ブラザーと顔合わせ 

コナワエナ高校での学校生活及びホストファミリーとの交流 

8 月 12 日（金） 
中学校で、「久米島高校」「久米島の文化」「沖縄の文化」について

プレゼンテーション 

8 月 13 日（土） 休日：各自ホストファミリーと交流 

8 月 14 日（日） 休日：コナ沖縄県人会主催の交流会 

8 月 15 日（月） ホストシスター、ブラザーとともに高校生活 

8 月 16 日（火） 島内観光：ＮＥＬＨＡ，ＵＣＣｺｰﾋｰ園，プホウナウ国立公園 

8 月 17 日（水） 

～19日（金） 
ホストシスター、ブラザーとともに高校生活 

8 月 20 日（土） 休日：ハワイ沖縄県人会主催ハーリー大会参加（ヒロ） 

8 月 21 日（日） 休日：各自ホストファミリーと交流 

8 月 22 日（月） コナ→ホノルル～ 観光：パールハーバー、他 

8 月 23 日（火） ポリネシア文化センター、他 

8 月 24 日（水） 

8 月 25 日（木） 
ホノルル→福岡国際空港→那覇 

8 月 26 日（金） 那覇→久米島  解散 
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2. ハワイコナワエナ高校と久米島高校の交流事業概要 

（引率者：久米島高校教諭 嶺井政彦） 

1） 経緯 

 2011 年に海洋深層水の研究施設を持つ米国ハワイ州ハワイ郡と久米島町が姉妹都市

提携を結び、産業や教育、文化の各分野で共同プロジェクトを行っていくこととなり、

2013 年にコナワエナ高校と久米島高校の交流事業が始まった。今年で本交流事業は４

年目を迎えている。交流事業の内容としては久米島高校の夏期休暇期間に生徒 3名（園

芸科 1 名、普通科 2 名）をコナワエナ高校に派遣し、英語能力の向上と、異文化経験

を通して、国際社会でも活躍できる人材を育成することを目的としている。今年度は、

8 月 6 日（土）～8 月 26 日（金）の 3 週間の日程で実施した。そのうちハワイ郡コナ

地区でのホームステイを２週間行い、ホノルル研修を２日間行った。今年度は、普通

科から平田未羽さん（1 年）、又吉ひめのさん（1 年）、園芸科から末吉晃君（2 年）の

女子２名、男子１名の計 3 名が派遣された。派遣費用は久米島町の「前村幸秀人材育

成基金」より助成を受けており、生徒の自己負担分は事業総額の 1割である。 

 

2） 事前学習 

 事前学習では、英語力向上のため久米島高校 ALT カルメン先生による英会話講習を

行ったほか、姉妹都市提携を結ぶきっかけとなった海洋深層水とその関連施設につい

て学ぶため、沖縄県海洋深層水研究所を見学した。また、久米島高校や久米島、沖縄

を紹介するためのプレゼンテーションを英語で行うための資料作りを行った。 

 

3） ハワイ島コナ地区滞在 

 コナワエナ高校はハワイ島西部のコナ地区に位置し、1年生から 4年生（ハワイ州の

高校は 4年制）までの生徒数が約 750 人のハワイ州においては比較的小規模な高校で、

ネイティブハワイアン、日系、メキシコ系、ポリネシア系の生徒や、それらの地域か

ら移住してきた生徒も数多く在籍している。コナ地区の中でも歴史の古い学校であり、

創立 94 年目を迎えている。小規模校ではあるが野球やアメリカンフットボールなどス

ポーツがとても盛んであり、中でも女子バレーボール部や女子バスケットボール部は

州大会を何度も制覇した強豪チームである。 

＜コナワエナ高校での高校生活＞ 

 ハワイ島での滞在中、3名の派遣生はホストファミリーの家にホームステイをしなが

ら、コナワエナ高校での学校生活とアメリカにおける日常生活を体験した。今年度の

ホストファミリーは、ニック・ヒロマサ君、ナラニ・ウオールさん、シンドゥニー・

スズキさん、と３名中２名が日系の生徒であった。学校はホームルームというシステ

ムが無く、派遣生は、各自のホスト生徒が選択した授業のクラスに移動するめ、毎時
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間クラスの顔ぶれが変わる状況であった。よって３名が同じ授業を受ける状況はほと

んどなく、逆にホスト生徒との関わりがより深まったのではないか。また大学のよう

に生徒自ら授業を選択できるシステムに生徒達も新鮮な印象を持ったようである。さ

らに久米島高校と異なり、80 分という時間の長さに戸惑いを見せることもあったが、

コナワエナの生徒が全ての授業で積極的に発言をする様子や主体的に学習に取り組む

様子に感銘を受けていた。放課後にはホスト生徒や友人たちと一緒に市街地に出かけ

たり、休日にはホストファミリーにビーチや映画館、ショッピングなどへ連れて行っ

てもらったりと、久米島とは違った貴重な体験を行うことができた。 

 また、高校に隣接するコナワエナ中学校にも訪問し、中学校の日本語の授業やウク

レレの授業にも参加させていただいた。そこで末吉君は久米島高校について、又吉さ

んは久米島について、平田さんは沖縄について、それぞれパワーポイントを使ってプ

レゼンテーションで紹介した。 

     

 

 

 

 

 

 

 

〔ホスト生徒との学校生活〕         〔中学校での交流〕 

 

＜コナ地区沖縄県人会との交流＞ 

 8 月 14 日（日）は、コナ地区沖縄県人会の方々から昼食会に招待していただいた。

派遣生やホストファミリーを含めて約６０名程度集まり、多くの県人会の方々が持ち

寄ったハワイ料理や沖縄料理を楽しみ、サーターアンダギーを一緒に作るなど交流を

楽しんだ。県人会の方は「ム・サ・シ」という掛け声で行う日本式のジャンケンゲー

ムやビンゴゲームなどのレクで楽しませてくれた。また、派遣生の又吉ひめのさんの

三線と平田未羽さんの四つ竹で「安里屋ユンタ」を奏でながら歌を歌った。会場の県

人会の方々は、しんみり聞き入っていたが、後半は「はーいや、さーっさ」と掛け声

があがるなど郷愁の念を感じさせた。末吉晃君は得意のダンスを披露し、会場の注目

を浴びていた。交流会は半日程度であったが、県系と私たちの間には、遠い異国の地

でも故郷に対して思いを馳せるうちなーんちゅとしての強い絆を感じることができた。                   
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〔三線で安里屋ユンタを披露〕       〔県人会ロゴの前でホスト生徒たちと〕 

 

＜コナ地区地域研修＞  

 8 月 16 日は、コナ地区の名所へ終日の研修を行った。はじめに訪れた NELHA では電

気を使わない空調施設の建物の中で施設や研究の紹介ビデオでレクチャーを受けた。

派遣生たちは久米島での海洋温度差発電に関する事前学習の甲斐あって、全て英語で

の説明だったが何とか概要は理解しているようであった。また NELHA では希少水生物

のハワイアンアザラシの保護にも力を入れていることなど知ることが出来た。UCC コナ

コーヒー園ではコナコーヒー木と実の見学や、高価なコーヒーの試飲など体験するこ

とが出来た。生徒たちも普段コーヒーは飲まないと言いながら、「高価なコーヒー」の

言葉につられ何杯も試飲していた。最後に訪れたプフホフヌア国立公園は「許しの地」

と言われ、かつて王国の時代、罪を犯した者が海を渡ってこの地に辿り着けたら罪を

許された

とのこと。

そこは厳

かな雰囲

気で、神

秘的なロ

ケーショ

ンであっ

た。 

 

 

〔海洋温度差発電〕            〔プフホフヌア国立公園〕    
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4） ホノルル研修 

 8月 22日はコナでのホー

ムステイを終え、オアフ島

ホノルル市に移動した。ホ

ノルルに到着後ダウンタウ

ンへ向かい、州議会棟の上

院・下院や裁判所を屋内外

から見学した。午後はパー

ルハーバーに行き戦艦ミズ

ーリや日本のゼロ戦攻撃で      〔対馬丸を撃沈した潜水艦：ボーフイン〕 

沈められたままの戦艦アリゾナなど実物を見る

ことが出来た。また沖縄では悲惨な出来事とし

て知られる疎開船「対馬丸」を撃沈した潜水艦

の実物も海に停泊しており、７２年前の出来事

が現在のことのように甦ってくる感じを受けた。

あの太平洋戦争の日米の戦いは、双方の立場で

被害・加害や正義・不正義の価値観が違うこと

を改めて感じさせた。23日、ホノルル２日目の

午前中はダイヤモンドヘッドを車窓から眺めな

がら海岸線を巡り、午後はポリネシア文化セン

ターへ向かった。ポリネシア文化センターは、

ハワイ・トンガ・サモア・ニュージーランド・

フィジー・タヒチの六つの地域をトライアング

ルで結んだポリネシア文化圏としてのテーマパ

ークになっていた。歌や踊り、言語、衣装など   〔ポリネシアン文化センター〕 

にそれぞれ独自性があり、生徒たちはその違いに触れ興味関心が駆り立てられている

ようだった。夜にはポリネシアの様々な地域の文化を取り入れたポリネシアン風オペ

ラとも言えるポリネシアンショーを堪能し、優雅な踊りと演技に加え、迫力ある火回

しに圧倒された。生徒たちはこのショーが最も感激したと語っていた。ホテルに戻っ

た後は、この日がホノルル最後の夜ということもあり、ホテル界隈でショッピングを

楽しんだ。ホノルルが世界でも有数の観光地であり、人の多さに圧倒されながらも、

大都市の雰囲気を経験したことも生徒たちにとって貴重な経験となった。 

出国日は、ホテルをチェックアウトの際、絶対に遅刻しない、絶対に忘れ物をしな

い、の掟を私も生徒たちもしっかり守り、空港へ移動し無事出国・帰国の途となった。 
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5） 帰国後 

 帰国後に派遣生は 9月 12 日の久米島高校オープンスクールで、島内外の中学 3年生

を対象にハワイ交流事業についての紹介を行った。ハワイ滞在中に経験したことや学

んだことをそれぞれの言葉で伝えるだけでなく、久米島高校の大きな魅力の一つであ

る本事業について中学生の積極的な参加を呼びかけていた。また、帰国後は英語の授

業等を利用し、それぞれのクラスメイトに対してハワイでの経験を伝え、他の生徒に

も刺激を与えていた。派遣生自身も帰国後学習に積極的に取り組む態度や物事に主体

的に取り組む姿勢が見られ、本事業を通して大きく成長したと感じることができた。 

 また、第７回年次海洋エネルギーシンポジウム＆ワークショップが久米島町で開催

され、「久米島高校園芸科ドリームプラン」レポートを作成しプレゼンテーション発表

を英語で行った。海洋深層水や温度差発電を利用したフランスワインを園芸科で醸造

するプランで、ハワイ交流での体験から着想した内容であった。 

 

6） おわりに 

 コナワエナ高校との交流事業も今回で４回目となり、久米島町と久米島高校にとっ

てもいよいよ恒例事業として、目玉事業として定着しつつある状況になってきたので

はないかと考える。これまで久米島高校英語科教師が２回、久米島町職員が１回それ

ぞれ生徒引率を担ってきたが、今回は久米島高校体育科教師の私が引率することとな

った。派遣生徒もその保護者の皆様も私の引率で不安があったのではないか。私も重

責を感じつつ緊張感と覚悟をもって本事業に臨んだ。 

 今回は普通科の女子生徒２名（いずれも 1年生）、園芸科の男子生徒１名（２年生） 

計３名を引率した。派遣生たちのコナワエナ高校での様子は、ホスト生徒と行動を共

にし、一日３～４クラスの授業を受けていた。１クラスが 80 分と長く、当然のことな

がら全て英語なので戸惑いと苦痛もあったかもしれない。しかし、英語漬けの環境に

身を置くことで「留学」を実感したのではないだろうか。学校外ではホストファミリ

ーと過ごす中でコミュニケーション能力が試され、英語力だけでなく、周りと積極的

に関わろうとする態度が窺えた。五感をフルに活用し彼らの脳はかなり活性化された

と思われる。 

 またコナワエナ高生の服装や雰囲気、自家用車で通学する生徒と生徒用駐車場のあ

る風景、授業での積極的な発言や意見の主張、教師のフレンドリーな態度や授業の進

め方など、久米島高校との違いに派遣生たちは興味津々であった。この違いを彼らは

概ね好意的に捉えている様子であった。意外だったのは、コナワエナ高校生が授業中

に寝たりふざけている光景を一度も見なかった。派遣生にとって、非常に刺激的で新

鮮であったにちがいない。 
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 久米島高校で教鞭を執る者として、私も深く考えさせられることが多々あった。我々

教師や学校は、生徒に対して形式や態度、平等、等質性、統一性を重んじる傾向があ

る。これは日本の文化や歴史、日本人的な気質などによるところが大きいかもしれな

い。コナワエナ高校では、生徒や教師がハワイアン、メキシコ系、黒人系、白人系、

東洋系、スペイン系と様々であり、授業も学校や教師は全生徒にチャンスを与えつつ

やるかやらないかは自分次第という雰囲気を感じた。根本的に【人は誰でも違う】と

いう前提がありその中で順応性や合理性などが育まれていったのかもしれない。    

派遣生は「久米島に帰りたくない」、「こういう学校がいいな」と話していた。しかし、

彼らにとって久米島での生活や学校はハワイと比べてどうだろうか、自分はどんな人

間だろうか。自身の足下を見つめる機会になり、甲乙や優劣を語る問題ではないこと

に気付いたのではないだろうか。【違い】は多様な価値観や様式が混在することを実感

し、良い意味でのカルチャーショックがこれからの人生の糧になると確信している。

彼らが今後、久米島での学校生活で、行動や態度、思考に大きな成長を見せてくれる

ことを期待したい。  

２０１２年度に本事業の計画が練られ、２０１３年度に第 1回派遣事業が始まった。

本事業の産声から昨年の第 3 回までの道のりを傍らで見ていたが、ここに至るまでの

関係者の苦労も大変なものがあったと思う。私は今回引率するにあたって、体育教師

の私で務まるのか非常に不安であった。前村幸秀人材育成基金の支援を受け、その崇

高な精神と目的に照らし、今年も志の高い生徒３名が選抜され派遣された。私は派遣

生がハワイで安全かつ有意義に過ごし、所期の目的を達成して無事帰国することだけ

に専念した。私のハワイでの業務は、現地関係者との意思の疎通に関しては英語教師

と比してはるかに劣っていた。しかし、私も派遣生と同じようにチャレンジャー精神

と片言の英語で奮闘した。今後も本事業を安定的、発展的に実施していくためには引

率者の数的人材確保が重要であり、英語科に限らず他教科からも引率を希望する者が

増えることを期待したい。次年度以降も多くの職員に引率を経験してもらい引率者自

身が成長し久米島高校に新しい息吹を吹き込み学校の活性化に寄与することを期待し

たい。そして私自身そうでありたいと思う。また、派遣生も今回の事業に町の多く方々

が関わり、久米島町に支援されて今回の経験ができていることを自覚し、久米島町の

代表としての責任と誇りを学ぶことができたと思う。今後も本交流事業を通して多く

の久米島高校の生徒達が将来久米島を支える人材へと成長していくことを久米島高校

全体で支援し、久米島高校が一丸となって久米島町の発展に貢献していかなければな

らないと強く感じた。 

最後に、本交流事業の実施にあたり尽力してくださった大田治雄久米島町長、吉野

剛教育長、久米島町職員や前村幸秀人材育成基金の関係者の方々をはじめ、コナワエ

ナ高校関係者、コナ沖縄県人会、ホストファミリーの皆様など本事業に携わっていた

だいたすべての方々に心より感謝を申し上げたい。 
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3. 生徒報告書 

ハワイコナワエナ高校と久米島高校との交流事業に参加して 

  久米島高等学校 園芸科２年 

末吉 晃 

 

私は、今回交流プログラムに参加していろいろな体

験ができました。 

私がこの交流プログラムに参加した理由は、中学から

英語が苦手だからです。その苦手を克服し、これから

更に英語を学び、話せるようになりたいと思ったから

です。 

ハワイに行く前は、英語の勉強や、コナワエナ中学

校の生徒たちに向けた久米島についてのプレゼンテー

ションの準備もあり、放課後や夏休みの時間を使って作成しました。 

プレゼンテーションの作成も終わり、８月７日、私たち３人はハワイに出発しました。 

１日かかってハワイ島のコナワエナ空港に着きました。空港に着いた時ショーン校長先生

やコナ沖縄県人会の人達が出迎えてくれました。そしてそのままショーン校長先生が、初

日の宿泊先である別宅まで連れて行ってくれました。 

２日目、僕たちは初めてコナワエナ高校に行きました。朝早くから行ったのに人がいっ

ぱいいたので少し驚きました。学校について、校長先生のオフィスで待機していると、僕

のホストファミリーのニックが迎えに来てくれました。その後、授業にも参加しました。

英語での授業では、あまり意味がわからなかったけど、ニックやニックの友達に教えても

らいながら受けてました。その後、ニックの家に行きました。ニックのお母さんスーザン

さんが帰ってきて挨拶をし、スーザンさんが料理を作ってくれました。ロールキャベツの

ようなハワイの家庭料理で、おかわりをしてしまうほど、おいしかったです。 

ハワイに来て４日目は、ボウリングへ行きました。ニックやニックの友達もとても上手

で、私も頑張ってスコアを上げようとしましたが全然追いつけなかったです。その後、ボ

ウリングしてきたメンバーと回転ずしへ行って、レーシング場で車を走行して遊びました。 

ホームステイが始まって５日目、高校の隣にあるコナワエナ中学校へ行き、中学生たち

と交流しました。この時、生徒たちにウクレレやハワイの遊びを教えてもらいました。ウ

クレレはとても難しくて、慣れるのに時間がかかりました。 

休日は、ニックが太鼓を習っていて、太鼓の祭りに参加しました。ニックの演奏を見て、

とても上手だなと思いました。そのあと、僕も体験し、人の動きを見ながら一緒に演奏し

ました。みんなが「上手だね」と褒めてくれたのでとてもうれしかったです。 

また、ハワイ島では、コナ沖縄県人会の人達との交流会がありました。沖縄の名物、サ
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ーターアンダギーを作る体験をし、昔の作法で直接生地を手でつかんで小さく丸め、油で

揚げました。生地を切り分けるのが難しくて大きくなってしまいましたが、小さく切り分

けることができるようになっていきました。また、今年は二年に一回あるハーリー大会に

も参加しました。ハーリーを経験したことがあるのは私たちだけだったので不安でしたが、

県人会の皆さんもタイミングよく漕いでたので良いタイムを出すことができました。 

そしてホームステイ最終日、ニックの母スーザンさんがショッピングモールへ連れて行

ってくれました。そのショッピングモールはとても大きくて電化製品や日用品などがあり

ましたが、日本と比べ、とても品数が多くあると感じました。その後、私はニックファミ

リーにお礼のあいさつをしてホームステイが終わりました。私の英語力がつたなくても、

みんな理解しようと粘り強く関わってくれたことがとても有り難かったです。 

オワフ島に戻ってからは、ホノルルで真珠湾やポリネシア文化センターの見学をしまし

た。ポリネシアン文化センターでは、バナナの葉のようなもので花の飾りを作る経験をし

たり、伝統のダンスをみたりと貴重な経験ができました。また、パイナップル農園の見学

にも行き、木や果実がきれいに育っている様子を見ることができました。 

今回のハワイでの交流はこの三週間という短い期間でしたが、ハワイの歴史や文化を学

ぶことができ、また、ホストファミリーとの絆ができ、とても内容の濃い三週間でした。

ホストファミリーにはいろいろ迷惑をかけたかもしれませんが、ニックのお母さんが、「短

い期間でしたがとても楽しかったです。またいつか遊びに来てください」と言ってくれた

ことが、とても嬉しかったです。 

私がこのような良い体験をできたのは、久米島町をはじめ、前村幸秀人材育成基金、教

育委員会、先生方、そしてなにより参加を進めてくれた家族のおかげです。この感謝を忘

れず、苦手な英語を克服して皆のために、久米島のために役に立てるように頑張ります。 
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ハワイコナワエナ高校と久米島高校との交流事業に参加して 

                   久米島高校普通科１年 

又吉 ひめの 

  

私は今年の夏休みに、とても素晴らしい体験

をすることができました。それはこのプログラ

ムに参加することができたからです。 

私がこの交流に参加した理由は、もともと英

語が好きで自分の英語力を試してみたいとい

う思いがあったことと、異文化交流をすること

に憧れを持っていて、ぜひこのプログラムで異

文化を体験してみたいと思ったからです。 

 

［ 交流のきっかけ ］ 

 久米島町とハワイ島のコナ地区は、ともに域内に海洋深層水の研究施設があることから、

２０１１年に姉妹都市になり、それをきっかけにこの交換留学プログラムが始まりました。

そのことから私たち久米島高校生３人は、事前に久米島海洋深層水研究所を訪れ、海洋深

層水について学びました。中でも、OTEC という海水の温度差を利用して発電を行うための

仕組みにとても興味を持ちました。コナ地区では、NELHA という自然エネルギー研究所を

訪れ、そこでも海洋深層水について話を聞き、実際に利用されているところを見て、沢山

の知識を得ることができました。 

 

［ 初めての海外 ］ 

今回、私自身初の海外ということで、言葉や衣食住、伝統文化などの違いにとても不安

を感じながらの交流になりました。現地で１番驚いたことは、挨拶の時にするハグやキス

といったアメリカならではの習慣です。また、久米島からハワイ島に行くまでに４回の飛

行機の乗り継ぎがあったり、国際線は９時間の飛行時間だったりと、今までに体験したこ

とのないくらい長い飛行機の旅でした。 

 

［ ホストファミリー ］ 

私は 2 週間のホームステイの間 

Suzuki ファミリーにお世話になりま

した。ホストシスターの Sydney は１

つ年上でしたが、とても優しくしてく

れました。ホストファザーはコナワエ

ナ高校の校長先生をしている Shawn



 

11 

 

校長だったので驚きました。ホストマザーの Susan は両親が日系３世と４世なので、顔立

ちは本当に日本人のようでした。ホストブラザーの Skye は私との距離を縮めるために、

好きな歌手やスポーツの話などを積極的にしてくれました。毎晩、リビングでゲームをし

たりオリンピックを見たりしてとても楽しかったのと、何より 4 人とも家族のように私と

接してくれたのが本当に嬉しかったです。 

 

［ コナワエナ高校 ］ 

滞在中は Sydney と一緒にコナワエナ高校に通いました。日本の高校とシステムが違い、

ホームルームがなく、自分で時間割をつくり、自分の選択した授業を受けるというような

システムは、日本の大学と似ていました。初めて受けた授業にはリーダーシップやハワイ

アンヒストリーなどがありました。また、授業時間が８０分もあり少し長く感じました。 

１番嬉しかったことは、ハワイ州 No.１の女子バスケ部の練習に参加できたことです。チ

ームのコーチも優しくしてくれて参加して良かったと思いました。 

 

［ MIDDLE SCHOOL ］ 

 私たちは、コナワエナ高校に隣接してい

る中学校で、事前に準備していたプレゼン

テーションを発表しました。内容は、久米

島の観光地や沖縄の伝統文化、久米島高校

についてです。発表が終わるといろいろ質

問をしてくれて、興味を持ってくれている

ことにとても嬉しく感じました。 

 その後は、ウクレレを教えてくれてみん

なで２曲程弾きました。またハワイの伝統

的な遊びも教えてくれて、一緒に対決して楽しみました。 

  

［ AFTER SCHOOL & HOLIDAY ］ 

日本の学校に比べてコナワエナ高校は午後

の授業が少ないため、放課後は早くはじまり

ます。放課後になるとみんなで街へ行き、ボ

ウリングやゲームセンタ―、夕食を食べたり

してとても楽しかったです。 

休みの日には、ハワイ島の観光に連れて行

ってくれました。洞窟に入ったり、山に登っ

たり、Shave ice を食べたり、買い物に連れ

て行ってくれたりと、とても満喫することが
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できました。別の日には、夜にマンタを見に行くという体験

をさせてくれました。初めてマンタを間近で見た時は、心臓

が止まりそうなくらい怖くて迫力満点でとても思い出に残

っています。 

 

［ コナ県人会 ］  

私たちはコナ県人会の方々とピクニックをして交流しま

した。その日は、沖縄の料理が沢山あっ

て、サーターアンダギーも作りました。

県人会の人達はみんな少し日本語が話せ

て、時々日本語を使って話しかけてくれ

ました。私たち３人と引率の嶺井先生は

感謝の気持ちを込めて、久米島から持参

した三線や空手、ダンスを披露しました。

別の日には、２年に１度のハーリー大会

にも参加させてくれました。みなさん初

心者だというのでとても不安でしたが、

３回どのレースも楽しく漕げたのでよかったです。 

 

［ 最後に ］ 

 ３週間という長いようでとても短かった滞在期間の中で、想像以上に現地の人との交流が

できて、異文化交流もできたのではないかと思います。また、ホストファミリーには迷惑

かけてしまったと思いますが、「あなたは私たちの家族だよ」と言ってくれたことが本当に

嬉しかったです。 

 この交流に参加させてくれた親やサポートして下さった先生方、前村幸秀人材育成基金

を含む久米島町や、コナワエナ高校やコナ県人会の協力、そして何よりも私を受け入れて

くださった Suzuki ファミリーにはとても感謝しています。このプログラムをいろいろな

人に知ってもらい興味を持ってもらうために、発表の機会を多く持ち、一人でも多くの人

にあの素晴らしい体験をしてほしいです。 
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ハワイコナワエナ高校と久米島高校との国際交流事業に参加して 

                   久米島高校普通科 1 年 

平田未羽 

 

今回、私はこの国際交流事業に参加させていただいたことに心から感謝します。本当に

ありがとうございました。 

 三週間という短い期間の中で、私はこれまでにない多くの体験をすることができました。

初めての海外で、学校では習ったことのない単語が出てきたり、また、日本、久米島とは

違う文化にであったりと、驚くことも多々ありましたが、久米島高校の代表の一人として、

めったにできない体験ができ有意義な時間を過ごすことができました。 

 

【事前学習とコナワエナ高校での生活】 

 派遣が決まってから、久米島高校とハワイコナワエナ高校のつながりである海洋温度差

発電について勉強したり、昼休みや放課後を使い沖縄の文化を紹介するためのパワーポイ

ント作成をしたりしました。 

 コナワエナ高校での学校生活は、日本の学校生活との違いがいっぱいあり、毎日が驚き

と戸惑いの連続でした。私たち久米島高校には校則がいくつもありますが、コナワエナ高

校には校則らしいものがほとんどなく、生徒たちは、制服ではなく私服でかなり露出の高

い服装をしている人や、タトゥー、ピアス、化粧も当たり前ということに最初はとても驚

きました。一番驚いたのは、生徒たちの授業態度です。先生の質問に対して積極的に答え

るし、疑問に思うことがあれば挙手をするなどと意欲的でした。また、一回の授業時間が

80 分という長い時間にもかかわらず居眠りしている生徒がいないことにとても感心しまし

た。久米島町は教育面でのサポートが充実していると思います。例えば、漢字検定、英語

検定等に合格すると検定料が戻ってきます。また、町で経営する公営塾もあります。しか

し、ハワイの生徒のほうが勉強、授業に対しての意欲が久米島高校より高いと思いました。

放課後は、ホストシスターの友達と過ごしたりしました。日本では、車の免許が取れるの

は 18 歳からですが、ハワイでは 16 歳からとれるので生徒のほとんどが車を利用して、放

課後は毎日のようにあそびに行っていました。ホストシスターの友達とボウリングに行っ

たり、今まで体験することのなかったことや考え方など、同じ世代の考え方に直接触れた

りすることができたので、学校での生活、放課後の生活は私にとってとてもいい刺激にな

りました。 

 

【ホストファミリーとの生活、県人会の方との交流】 

 ホストシスターの家族と過ごす 2 週間で異国の文化に触れることができました。自分の

家族と離れてホストシスターの家族と過ごしてみて、改めて家族の大切さを感じることが

できました。ホストシスターのナラニの家族は母、父、姉が三人に妹が二人と大家族でし
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た。ナラニの家族はとても明るくて、優しい人たちでした。姉二人にはいろんなところに

連れて行ってもらいました。ナラニは、コナ地区を代表するサッカー選手だったので、練

習のある日には、彼女の姉と、映画を見に行ったり、ショッピングに行ったりしました。

家族みんな海が大好きだったので土日は毎日のように海に行きました。また、彼女の家族

がみんなキリスト教ということで、毎週日曜日には教会に行ったり、ご飯の前にお祈りを

したり久米島でも日本でも体験することのできないことを体験することができました。家

族が日本の事が大好きで、日本や沖縄の文化について教えたり、日本の事について話すこ

とがとてもうれしかったし、久米島について興味津々に聞いてくれることもとてもうれし

かったです。 

また、ハワイ島の沖縄県人会の方々との交流もしました。今年は、二年に一度ヒロ地区

で行われるハーリー大会に参加することができました。沖縄からの移民が多いことでハワ

イでも沖縄の伝統行事が開催されています。沖縄の伝統行事をヒロ地区で県人会の方々と

することができてとてもよかったです。 

 

【オアフ島】 

 オアフ島での二泊三日のホノルル研修では、ハワイについていろいろなことを学ぶこと

ができました。特に印象に残っているのは、初日にパールハーバーに行ったことです。太

平洋戦争の始まりの場所であるパールハーバーに日本人の見学者が少ないことにとても驚

きました。日本以外の国は、ハワイに行くなら一度はパールハーバーに行ってみたいとい

う人が多いそうです。歴史の授業で習ってきたところに行き、資料を見ながら真珠湾攻撃

について話しをきくのはとてもつらかったです。ですが、日本では日本の立場でしか習わ

ない戦争を、アメリカの立場で戦争について学ぶという貴重な体験ができ、私にとって、

とてもいい刺激になりました。 

 また、ポリネシアン文化センターも印象的でした。ポリネシアの六つの国や地域の文化

を体験することができました。その中でも一番の体験は、主人公マナの生涯のストーリー

を六つの国や地域の音楽やダンスで表現するショーを見たことです。わたしも、久米島で

現代版組踊をしていて、このショーを見て舞台を作り上げていくことについての考え方や

視野が広がりました。 

 

【まとめ】 

 ハワイでの留学生活で、重要だと感じたことが主に三つあります。一つは、「自分の意見

をはっきりと述べる」ということです。いろんなことをいろんな人から聞かれます。その

時に「私は、これがしたい」「私は、あれがしたい」とはっきり述べることが大切だと思い

ました。交流生に「何がしたいの？」と聞かれても、英語で何と言えばいいのかと考えて

しまい、最終的には、「何でもいいよ」とか「ナラニがしたいのでいいよ」と逃げていまし

たが、三週間英語だけの生活を続けて、英語がわからないから逃げるのではなくて、それ
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でも意思表示をする、思っていることを伝えることがとても大切だと気づきました。二つ

目は、「久米島に誇りを持つこと」です。今回この交流事業に参加し、いろんな文化に触れ、

相手に自分の故郷について教えるなかで、沖縄、久米島にしかない文化を誇りに思うこと

ができました。最後に「感謝の気持ちを忘れない」ということです。私がこうしてハワイ

コナワエナ高校との交換事業に参加して「自分の意見をはっきり述べること」「島を誇りに

思うこと」の大切さを実感し、そして、いろんな経験ができたのも交換事業への参加を許

可してくれた親や、関わってきたすべての方々のおかげです。この気持ちを忘れずにこれ

からは少しずつ視野を広げていき、自分の夢をかなえて、この島に恩返しできる人材にな

ることを目標に頑張っていきたいです。 
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4. 海洋深層水ワークショッププレゼンテーション原稿 

 

Kumejima High School Horticulture Course Dream Plan 

 

 Since 2010, Kumejima high school’s Horticulture course has been in danger of 

being cancelled. This is due to a large decline in the high school’s enrollment and 

Kumejima’s overall population. In 2010, Kumejima and Hawaii started a sister-city 

relationship. Around the same time, a business man named Mr. Maemura began the 

Maemura Human Resources Development Fund. Mr. Maemura was from Kumejima 

and this became a great opportunity for the horticulture program. Looking for a solution 

for the course’s declining enrollment, the high school began an exchange program with 

Konawaena high school in 2013. The exchange program attracts junior high school 

students as they consider where to continue their education. Further, the program also 

solicits students from outside of Kumejima. 

In August of this year, we were the fourth group of exchange students from 

Kumejima. In Hawaii, we visited many places, experienced a different culture, and 

learned many things. After this experience, we have come up with an idea to connect the 

horticulture course to the deep ocean water which opened up the sister relationship 

with Hawaii. We hope this idea will make Kumejima and our high school more 

attractive! And here is our idea “Kumejima High School Horticulture Course Dream 

Plan.” 

What is the dream plan?  Several projects on Kumejima now use deep ocean water:    

prawn aquafarming, the spa facility, and OTEC, to name a few.  Now we are thinking 

of using the deep ocean water to grow grapes for wine. We will run the business by 

shipping the wine to restaurants. The money we get will be donated to the Maemura 

Fund, the Kumejima-specific academic scholarship, which makes the student exchange 

program sustainable.  

In order to get this plan into practice, the Horticulture Course of Kumejima High 

School will be reorganized into “the department of KSS Products: the Products Course 

and the Business Course. 

The Products Course will deal with cultivation and the production of grapes and 

wine.  Okinawan climate and soil are not suitable for the cultivation of grapes.  To 

solve this problem,  we will use "cold agriculture."  In this method, the polyethylene 

pipes in which the deep ocean water is running, are put in the soil to cool it down.  We 

can simulate various climates or soil conditions by switching on and off the running of 

the deep ocean water.  We can create the conditions of Yamanashi or Bordeaux, the 
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places of excellent wines.  Grape species such as Syrah or Pinot Noirare are not able to 

be grown in Okinawan climate. Yet, by using cold agriculture, cultivation of them on 

Kumejima may be possible.  This will be the very first project to produce the excellent 

French wine in Okinawa.  

We visited the Deep Sea Water Research Center on Kumejima and saw the project 

going on there.  Spinach is grown there.  The cultivation of spinach requires cold 

temperature but by using cold agriculture spinach can be grown in hot summer on this 

island.  This fact suggests that the cultivation of the grapes for excellent wine is 

possible on Kumejima. 

The deep ocean water will be sent to Kumejima High School through the pipeline.   

Electricity needed will be produced by ocean thermal energy conversion (OTEC).   

The Business Course will develop sales of the wine. Restaurants and hotels in Okinawa  

are the main targets.  

If this plan works well, the profit will go back to the partner institutions such as   

the Maemura Fund or the Deep Sea Water Research Center. In this way, funds on the 

island will be circulated.  With the success of this plan, the reorganized KSS Products 

Department of Kumejima High School will attract junior high school students who wish 

to study agriculture, inside and outside of Okinawa. 

 

 

 


